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	ホメオドメイン相互作用タンパク質キナーゼ4（HIPK4）ホモサピエンスこの遺伝子は、ホメオドメイン相互作用タンパク質キナーゼ（HIPK）ファミリーのタンパク質のメンバーをコードしています。このファミリーの他のメンバーは脊椎動物全体に見られますが、このメンバーは哺乳類にのみ存在します。このファミリーの他のメンバーと比較して、コードされているタンパク質は核局在シグナルとC末端自己阻害ドメインを欠いています。コードされているタンパク質はキナーゼ活性を示し、腫瘍抑制タンパク質p53をリン酸化する可能性があります。[RefSeq提供、2016年7月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,機能：ヒトTP53のSer-9をリン酸化して、BIRC5プロモーターのTP53抑制を誘導するタンパク質キナーゼ（類似性による）。転写因子のコリプレッサーとして作用する可能性がある。,PTM:自己リン酸化。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。CMGC Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。HIPKサブファミリー。,類似性:1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,
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	HIPK4抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	HIPK4抗体を用いたパラフィン包埋ヒト精巣組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	HIPK4抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	HIPK4ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

